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進路だより 夏号 

春季産業現場等における実習が終わり⇨秋季実習へ 

６月８日（月）から６月 19日（金）までの期間、高等部では春季産業現場等における実習

（現場実習）を実施しました。本実習には、通学生 25名が参加しました。高等部１年生９名

は、「働くとは何か。まずはチャレンジしよう」をテーマに校内実習を行いました。校内実習

では、生徒は登校後に身支度を整えた上で、出勤ボードに各自の名札を掲示し、学年で計画し

た内容に基づいて活動しました。毎日、体を動かす運動の時間を設け、その後の活動に備えま

した。作業・制作活動として、カレンダー作りやボーロ作り等に取り組み、余暇時間の活用を

目的として、学年旗作り、鑑賞活動、ゲーム活動、音楽活動等を行いました。２週間の実習を

通して、秋季の校外実習に向け、働く経験を積むことができました。また、高等部２年生７名

は「チャレンジを継続しながら、自分の可能性を探る」、高等部３年生９名は「卒業後の生活

を見据え、進路先を決定する」をテーマに、外部事業所において実習を行いました。参加日数

や利用する事業所数は個別に設定しましたが、今季は生徒一人一人の目的や実態に応じて、

17事業所（アシストゆう昭和店、anko、おひさま、ぎんが工房、KEIPE甲府オフィス、コ

リード甲府、GH甲府ヴィラ、多機能型事業所あおば、ひだまり、ひびき、B UND ONE、フ

ォーリーブス、POCCOワークス、みなぼし、リッツ・カンパニー、ワークハウスふたば、

ワークハウスみどりの家）において実習を実施いたしました。実習を終えた生徒は、いずれも

晴れやかな表情を見せ、それぞれが貴重な経験を積み、将来に向けた力を高めることができた

ものと思われます。また、６月 26日（金）には、校内において実習報告会を実施いたしまし

た。報告会には、高等部保護者 14名、中学部生徒７名及び中学部保護者３名に御参加いただ

きました。報告に当たっては、生徒が実習を振り返り、自ら発表を行うとともに、担任と協働

して作成したプレゼンテーション資料（PowerPoint）を活用したり、実践報告を交えたりす

る等、それぞれの工夫を生かして発表を行いました。今回の実習を踏まえ、７月の進路懇談で

は、生徒及び保護者と秋季の産業現場等における実習や将来の進路実現に向けて話し合う機会

を持ちました。秋季実習に向け、夏季休業中には、個に応じた事業所見学等を実施する予定で

す。夏季休業中には、秋季の実習先を決定し、９月には事業所への挨拶を行った上で、10月

５日（月）より秋季の実習を開始します。高等部生は、実習に向けて慌ただしい日程が続きま

すが、生徒一人一人にとって実りある実習体験となるよう、準備を進めてまいります。 

 

『春季実習の掲示物』／木工室前に掲示中 『春季実習報告会の様子』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊高等部だけではなく、小中学部、訪問学級の相談にも、いつでも対応しますので、進路の

こと、福祉サービスのことで、相談があれば、担任及び進路係まで声をかけてください。 

保護者事業所見学を実施しました（７月２日・1６日） 

～ちょっと知ってみよう～夏休み中の市町村別相談会について 

 本校の保護者を対象とした事業所見学を、7月 2日

（木）及び 7月 16日（木）に実施しました。1回目の 7

月 2日には、多機能型事業所及び生活介護事業所 4か所

（きぼうの家、あおば、ひびき、みどりの家）を見学しま

した。2回目の 7月 16日には、多機能型事業所及び就労

系事業所 4か所（甲府市障害者センター、くぬぎの森城東

店、コスモ BluePetdr、BUND ONE）を見学しました。

参加希望者が多かったため、両日とも 23人乗りのマイク

ロバスを借り、対応しました。見学時は、連日の猛暑と重

なり大変暑い日でしたが、参加された皆さんは熱心に事業

所の様子を御覧になり、事業所の職員に多くの質問をされ

ていました。見学後には、「実際の事業所を見ることで、

施設の広さや規模、事業所の考え方、提供しているサービ

スについて具体的に話を聞くことができ、参加してよかっ

た」といった感想が参加された保護者から寄せられまし

た。実際に見て、聞いて学ぶ機会の大切さを改めて感じる

とともに、今後もこのような機会を設定していきたいと考

えています。なお、今回見学した事業所のパンフレット等

は、職員玄関を入ってすぐの進路コーナーに設置していま

す。関心のある方は、ぜひお手に取ってご覧ください。 

『多機能型事業所あおば』での様子 

『甲府市障害者センター』での様子 

本校ブログにも今回の進路だより

や進路情報が載っています。 

ぜひ御覧ください。 

『くぬぎの森城東店』での様子 

昨年度より、夏季休業中に高等部 2年生及び保護者を対象とした市町村別相談会を校内で実施して

います。高等部 2年生が居住する地域の障害福祉課及び基幹相談支援センターの職員が来校し、卒業

後の生活に向けた相談を直接行います。高等部２年生の段階で関係者一同で顔を合わせて集まり、現

段階でのサービス状況の確認や高等部３年生で行われる市町村ごとの障害支援区分認定や卒業後の障

害者基礎年金について行政より説明をしていただき、早い段階で保護者の皆様が安心して卒業に向け

て準備をしていくことができることを目的として行っています。高等部３年生に向けて、必要な内容

となり、学校卒業後の新生活のイメージもできる会議となります。 


